
豊田市中学生海外派遣事業の募集について 
 

朝日丘中学校 
 
１ 派遣先 
  イギリス（ダービーシャー） 
 
２ 派遣期間 
  令和５年９月２２日（金）〜２９日（金） 
 
３ 派遣対象生徒 
  中学２・３年生 １名 
 
４ 選考方法 
  希望生徒が提出する「応募票」と「自己ＰＲ文」、面接等を参考にします。 
  ※応募票は手書き、自己ＰＲ文はパソコンか手書きのどちらでもよいです。 
  ※選考に関する会議内容等については公表しません。 
 
５ 選考の観点 
 ・他者と意欲的にかかわろうと努力ができる生徒。 
 ・英語によるコミュニケーションに意欲、関心がある生徒。 
 ・心身ともに健康な生徒。 
 ・海外派遣で学んだことを周りに伝えることのできる生徒。 
 ・保護者の協力が得られる生徒（研修や出発・帰着時の送迎等）。 
 
６ 選考の流れ 
 ・海外派遣の希望を担任に申し出て、必要書類を受け取ります。 
 ・５月２日（金）までに、「応募票」と「自己ＰＲ文」を担任へ提出します。 
 ・５月８日（月）16:00〜校内面接をします。 
 ・５月下旬に教育委員会より正式候補者決定通知が届きます。 

※正式発表は、６月２日（金）第１回事前研修会にて行われます。 
  

７ その他 
 ○新型コロナウイルス感染症等の影響について 
   国際情勢の悪化や新型コロナウイルス感染症等により、派遣日程の変更や中止をす

る場合があります。現地で新型コロナウイルスに感染してしまった場合、団と一緒に
帰国できない可能性があります。その場合、団は予定通り帰国をします。陽性者につ
いては、現地に延長滞在をし、現地コーディネーターの対応のもと、団とは別に帰国
をすることになります。その際の費用については公費で負担します。詳細につきまし
ては、派遣生徒と保護者に説明会でお伝えします。 

  
○費用の負担について 
 ・公費で負担する経費 
   内訳 往復航空運賃・宿泊費・食事代・移動に要する経費・添乗員費・海外旅行

保険料・研修会に係る費用等 
 ・個人で負担する経費 
   内訳 事前に徴収した経費から支出するもの（ユニフォーム作成費、研修に必要

なもの、記録 DVD 代、事前行程にないオプション経費、食事以外の飲食代） 
      個人で取得・購入するもの（パスポート、土産等） 
       
      ※要保護、準要保護に該当する生徒は、市より「個人で負担する経費」を

援助します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

イギリス団  

 
 

 
 
 
 
 
 
 

こんな体験ができます 
 

・歴史と伝統のあるイギリスの文化に
触れ、日本との違いを体感すること
ができます。 

・５日間、現地の学校生活体験を通し
て、現地の中学生と交流をすること
ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

海外派遣団員の募集について 
【募 集 期 間】令和５年４月１８日（火）〜５月２日（火） 
【提 出 書 類】① 海外派遣応募票 

② 作文 タイトル『海外派遣で学びたいこと』 
         ※1200 文字以内（原稿用紙かパソコン等による作成） 

 ⇒ 担任の先生に提出 

【決定・発表】豊田市中学生派遣生徒選考委員会（豊田市教育委員会）にて 

       決定し、５月下旬に学校を通じて本人あてに通知します。  

イギリスでの学校生活を実際に体
験してみて、改めて日本の学校との
違いを感じました。イギリスの学校
は自由だと感じることもありました
が、節度のある自由といった感じで、
見習いたいと思いました。 

豊田市では、４年ぶりに中学生海外派遣事業を実施します  
新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度から４年度までは派遣を中止して

いましたが、令和５年度から再開をします。今年度はイギリス１か国への派遣を予定して
います。各校１名（計２８名）が海外での学校生活などを経験できます。今まで海外に行
ったことがない人でも心配いりません。自分を成長させるチャンスです。異文化に興味の
ある人、人とのかかわりを広げてみたい人、英語を上達させたい人、日本の文化を海外で
紹介したい人、積極的に応募してください。 

 詳しい話を聞きたい人は、担任の先生か学年の先生に申し出てください。  

イギリスの地下鉄は、地下深くを
通っていて、ホームに行くだけでわ
くわくしました。バッキンガム宮殿
の前で写真を撮ったり、ロンドンア
イやビッグベンを見たりなど、忘れ
られない思い出がたくさんできまし
た。 

派遣団のみんなや現地の子と仲良
くやっていけるか不安だったけど、
周りの子が積極的に話しかけてくれ
て、打ち解けることができました。
現地のことも友達になることがで
き、交友の幅が広がったことが大き
な財産になりました。  

令和元年度 派遣生徒の声 


